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1.は じめに
地球温暖化の進行が、コメの生産性や品質に大きな影響を及ぼすことが懸念されている。IPCC

第 4次報告書 (AR4)に よれば、地球全体の平均気温は過去 100年で 0.74℃上昇し、今後も
この上昇傾向が続 くとい う予測がな されている。温暖化や異常気象にともなつたコメの生

産変動を正確に予測し、将来の収量低下のリスクを評価するためには、近年の温暖化傾向や気

象変動が、実際のコメ生産に及ぼしている影響や要因を総合的に解析する必要がある。そこで

今回、日本各地における水稲生産の変動要因を調べるための有用なツール として、日本全国

の気象データに水田物理環境モデルとイネ生育モデルを組み合わせた 「モデル結合型作物気象

データベース」を開発 した。

2.データベースの構造
データベースには、全国のアメダス地点 (約 850地点)における 1980年以降 (地域によつ

ては 1976年以降)の 日別気象データが収納されている。また、全国に約 150地点ある気象官

署については、1961年以降の日別データを収納した。気温、風速、降水量などの基本要素に加

えて、日射量、湿度、蒸散要求量 (ポテンシャル蒸発量と FAO基準蒸発散量の 2種類)と い
った作物生産に重要な影響を与える要素を収納したことが、本データベースの大きな特徴であ

る。 日射量や湿度などはアメダス地点では観測されていないが、日照時間ならびに近隣の気象

官署のデータを活用することで、高精度に推定することに成功した。各地点における気象デー

タには、地力保全基本調査による土壌データ (財団法人日本土壌協会)も 付加されている (図

1)。

また、データベース上のメニュー画面、もしくは Googic Earthの 地図上から、任意のアメダ

スもしくは気象官署地点を選ぶことによつて、気象データを容易に取り出すことができる (図

2)。

データベース本体には 「物理環境モデルJと 「生育モデル」力`組み込まれていて (図 1)、 水

稲の稔実や登熟に影響を及ぼす水田水温 (日 別値,Kuwagata ct,al.,2008)や 出穂・開花期にお

ける穂温の 日変化 (Yoshimoto ct al.,2004)、 主要品種の生育ステージや LAI(葉面積指数)な
どを推定することができる (図 3)。 これ らのモデルは、すでに実測データに基づく詳細な検証

がなされている。なお、本データベースは Exccl上 で動作するようになつているが、 日別気象

データに関しては、テキス ト形式でも取 り出すこともできる。
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水稲生産の将来予演1

品種改良、栽培技術への

鷲̀ 通年の気象変動が水稲生産|こおよぼす
影響 。要困の解析

2.4乍物生育、収量モデル等の開発 (パラ
メータ決定 'モデル検証 )

赤枠で囲んだ中央部分

データが収納されている

図 1:「モデル結合型作物気象データベース」の基本構造

(黄色)がデータベース本体に該当する。気象官署についても、1961年 以降の日別

(図 中では省略 )。

図 2 気象データの表示例 (Google Earthの 地図上からの選択 )

3.データベースの活用法
インターネットの普及にともなつて、気象データはネットワーク経由で容易に入手できるよ

うになつた。気象庁でも過去のデータをホームページ上で公開している。ただしこれらの気象

データを実際に作物データの解析に利用しようとすると、データの一次処理などに予想以上の

手間がかかる。本データベースを既存の作物データベースや栽培試験データと組み合わせれば、

近年の温暖化傾向や気象変動が水稲に及ぼしている影響を解明する上で必要なデータセット

を、容易に作成することができる。さらにデータベース本体に組み込まれている「物理環境モ

デル」と「生育モデル」を有効に活用することで、コメの生産性や品質に影響をおよぼす気象

要因の特定が容易となり、水稲生産の将来予測や収量低下のリスク評価、適応技術の開発など
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に大きく貢献することが期待される。また本データベースは、日射量や湿度、蒸散要求量とい

った、農業生産において重要な気象要素を含むことから、水稲以外の農作物に対しても有用な

情報を提供することができる。

現在、本データベースの Wcb公開版の準備を進めている。平成 21年 3月 には公開される予

定であり、全国どこからでも自由にアクセスすることが可能となる。また、DVD版について
も同時に配布を予定している。

図3データベース上での計算例
任意の観測地点を選択し、特定品種に対する出穂日や生育状況を生育モデルによつて予測することができ

る (左上 )。 出穂日における穂温、葉温などの日変化は、物理環境モデルによつて推定することが可能である

(右下、グラフは穂温の計算例)。
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